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テーマ 皮膚科における再生を目指した新たな展開 

東京医科歯科大学皮膚科の横関博雄でございます。平成 27年 2月 21日、22日に第 78回

日本皮膚科学会東京支部学術大会を会長として開催させて頂きました。天候にも恵まれ無

事 2,000 人以上の先生方にご出席いただき盛会に終えることができたことを心よりお礼申

し上げます。 

本大会では学会のテーマを「皮膚科における再生を目指した新たな展開」として皮膚科

学における現在展開中の皮膚の再生学と皮膚科教育の改革、再生と２つの意味での再生を

テーマにして開催いたしました。最

近、医学教育でもグローバル化が求め

られ国際基準に基づく医学教育が必

要となり東京医科歯科大学でも大幅

に教育内容の変革が進められていま

す。また、後期研修医教育でも独立し

た法人である日本専門医機構が一括

統一して専門医を認定する制度が始

まることにより大幅な後期研修医教

育の内容の改正も求められています。 

今回の学会では医学教育、皮膚科専

門医教育の改革、再生をテーマとして

特別企画「皮膚科学教育の再構築を考



える」を組みました。基調講演には東京医科歯科大学で教育のグローバル化を進めている医

歯学教育システム研究センター長の奈良信雄教授に「国際基準に基づく医学教育の質保証

と医学教育改革」を御講演頂きました。医学教育の国際基準を満たすためには基礎―臨床統

合型教育の導入、診療参加型臨床実習の充実などの変革が必要であることを述べられまし

た。ボン大学の Bieber教授にもドイツにおける医学教育についてお話しいただきましたが、

2004 年に診療参加型臨床実習を充実させた米国型の医学教育を導入したこと、レジデント

教育では勤務時間の週 40時間体制が確立し十分な臨床研修、医学研究ができない状態も紹

介されました。さらに「新専門医制度における後期研修医教育」に関して東邦大学皮膚科の

石河教授にも御講演していただき、新制度では後期研修期間が初期研修を除き５年となり、

眼科など他科の研修期間と比較して長い点の是非が議論になりました。 

もうひとつのテーマである再生学は現在、最も精力的に iPS 細胞を用いた臨床応用を進

められている大阪大学心臓血管外科学の澤教授に「重症心不全に対する心筋再生治療の現

状と展望」の御講演をして頂きました。心臓外科分野ではすでに重症心不全患者に自己心筋

線維芽細胞シートを用いた臨床研究が行われ、すでに 30症例でその有効性が確認されてい

ること、iPS細胞を用いた心筋細胞シートも現在開発が進んでいることをお話しいただきま

した。また、東京医科歯科大学幹細胞医学分野教授の西村教授と当教室の井川講師がオーガ

ナイザーとなり皮膚の再生に関するシンポジウムも開催され、白髪、熱傷、水疱症、脱毛症

領域での皮膚科における再生学の進歩に関して御講演があり、iPS細胞によるこれらの疾患

の治療も近い将来に開発される可能性に関して議論が白熱していました。また、海外からの

特別講演は私の専門である皮膚アレルギーに関しては私がウイーン大学に留学中に共同研

究させて頂いたボン大学の Bieber教授にアトピー性皮膚炎の病態と治療の最新知見の御講

演を、ミュンヘン大学の Ruzicka教授に手湿疹の最新知見の御講演をしていただきました。 

 

会長講演 発汗研究の歴史から見えてくる新たな皮膚疾患の病態 

会長講演では「発汗研究の歴史から見えてくる新たな皮膚疾患の病態」のタイトルで日

本人研究者が世界の最先端の研究を進めてきた発汗学の歴史と最新の発汗学の研究をご紹

介させて頂きました。発汗生理学、発汗研究の

歴史を黎明期、成熟期、発展期の３つの時期に

分類し、れぞれの時期に活躍された日本人研究

者を紹介いたしました。特に黎明期、成熟期に

おいて発汗生理学を飛躍的に発展させた歴史的

な生理学者である名古屋大学の久野寧教授とア

イオワ大学の佐藤賢三教授のお二人を詳しく紹

介いたしました。発汗生理学の黎明期では 1816

年に不感蒸泄の論文が発表されたのが最初の報

告で 1930年まで 10年間ごとに 5，6報程度の論



文が発表されている程度でした。しかし、1928 年にロシアの神経内科医のビクトル・ミノ

ールによるヨウド澱粉法を用いた発汗部位の定性法の確立、1930 年にその当時満州医大教

授であった久野先生が換気カプセル法に

よる全身の発汗量の測定方法の開発に関

する論文が Lacet に報告され、全身の発汗

量の定性、定量が可能となり発汗生理学が

飛躍的に発展して、1940 年代には 200 報

以上、1950 年代には 700 報以上と発汗に

関する論文数も急激に増えてきました。久

野先生はその後、名古屋大学教授として精

神性発汗、温熱性発汗の神経支配が異なる

こと、汗腺が交感神経神経支配であるのに

コリン作動性であることなど現在の発汗

生理学では根底をなす研究を続けられ、２

回もノーベル生理学・医学賞の候補となっ

ています。 

次に、成熟期では主にエクリン汗腺の研

究が発展していますが、特にアイオワ大学

の佐藤賢三教授のご業績が最も発汗生理

学の発展に影響を与えています。佐藤先生

は1964年に北海道大学医学部をご卒業後、

1967 年にオレゴン大学に留学, Dobson教

授と Lobitz 教授の研究室で汗腺の研究を

始められています。その後 1970 年から

1971 年まではオランダ東部のナイメーゲ

ン大学皮膚科学教室と生理学教室で単離

汗腺の in vitroでの発汗機能を解析する

方法を確立しました。アメリカに戻り 1978

年から 1997年まで John Strauss教授の主

宰するアイオワ大学皮膚科学教室で発汗

生理学の研究を精力的に行っています。こ

の単一汗腺の in vitro実験系を用いたパ

ッチクランプ法などによる電気生理学的

な解析で Na-K-2cl共輸送、K-,Cl Channel, 

Na-pump の連係で汗が分泌される機序を世

界で始めて解明したのが佐藤先生です。佐



藤先生は汗腺の分泌機能解析、嚢胞性線維症の病態解析に関する研究を多数報告なされ JCI, 

J Physiol, Am J Physiolなどの主に基礎の一流雑誌に 100報以上発表なされています。

Fitzpatrick が編集した有名なアメリカの皮膚科教科書である Dermatology in General 

Medicine のエクリン汗腺の項は、佐藤先生が長年ご執筆なさっていました。このお二人の

歴史的に発汗生理学を発展させた研究者の共通する点は欧米の研究の模倣ではなく日本人

独自の研究方法の確立、研究拠点が海外である、業績が一流の英文誌、英文著書であり多く

の後継者を育てているなどであります。 

2000 年代になると発汗研究の飛躍期に

なり、発汗は単に体温調節機能、手足の滑

り止めだけの機能でなく汗の中にダーモ

サイディンという抗菌ペプチドが含まれ

細菌から体を守る自然免疫機能があるこ

と、熱傷のときに表皮細胞を補給する幹細

胞の保管する倉庫としての役割、皮膚に水

分を補給する保湿機能としての役割など

多くの役割があることがわかってきまし

た。さらに私たちの教室では汗腺の汗管を

3 次元的、動的に把握することが可能な高

速 en-face光コヒーレンストモグラフィー

（Optical coherence tomography：OCT）を

用いることで多汗症などの疾患における

汗管の三次元構造を解析しています。OCT

は光干渉を利用した断層イメージングで

あり、表皮下の生体組織構造を高分解能で

イメージングする装置で、掌蹠の角層、表

皮内の汗管構造の把握が可能な機械です。

原発性局所多汗症患者では角層内の汗管

に存在する汗の量も正常人より大量であ

り汗孔の開閉数、開孔時間も長時間である

ことがわかりました。今後、汗腺の三次元解析で多くの皮膚疾患の病態が新たに解明されて

くると思います。 

 

最後に、多数の参加して頂いた先生方のご協力を心より感謝して私の話を終わりとさせ

て頂きます。 

 


